
最終評価の流れ
参考：第１回全体会議（令和６年４月23日）資料２抜粋

時期 最終評価の流れ 取組内容

３月

４月

５月

６月

７月

一次評価
（内部評価）

■一次評価（内部評価）
● 県各部局において下記事項等を記載した最終評価
シートを作成し、指標の判定、各小項目の評価を実施
➢ 成果指標の状況（主要指標、関連指標）
➣ 主な取組と成果
➢ 一次評価
➢ 課題、取組の方向性

二次評価①
ワーキング

最終評価結果 公表

評価案
書面確認
等

（随時）

■二次評価①：ワーキング
・ 総合計画の６つの将来像に対応するＷＧを設置し、
小項目（61項目）の 一次評価に対する部局ヒアリン
グを実施し、二次評価（案）を作成

○ 県各部局において最終評価シートを作成し、成果指標の判定、各小項目の評価等を実施
○ 委員会において、評価シートに係る各部局へのヒアリングを行い、二次評価を実施
○ 二次評価においては、計画改定に向けて県が取り組むべき施策の方向性等についても提言
○ 最終評価結果（提言等含む）についてとりまとめ後、公表

■二次評価②：第２回全体会議
・ ＷＧの結果も踏まえつつ、人口減少問題への対応、
デジタル改革の推進、脱炭素社会の実現に向けた取組
に係る一次評価に対する部局ヒアリングを実施し、二
次評価（案）を作成

第１回全体会議

二次評価②
第２回全体会議


